
NPO法人関西消費者連合会

私たちの

食についての取り組み
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1962（S37関西消費者連合会発足）
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昭和27年～○食品衛生パトロール

昭和42年～○食品添加物監視パトロール
○チクロについて
○サッカリン ＯＰＰの勉強会

昭和52年～○ちびっこ消費者教室 お菓子の着色テスト
（現 こども消費者教室）

○過酸化水素のテスト（カマボコ ハンペンなど）
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地産地消 身近な食材を食べましょう
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食品衛生パトロール （年2回実施）

※市内のスーパー 小売店 百貨店などで調査

衛生管理、温度管理、産地表示、賞味(消費）
期限、着色が濃いものなど。

商品量目試買調査（年1回実施）

※商品が適量計量されているかを調査

※調査結果については、定期的に意見交換（消費者・事業者・行政）し改善を図っています。
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食品添加物についての

疑問・質問です。
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食品添加物について不安

■私たちの調査から、６０～７０％の人が不安を感じています。

○「添加物は危険」という、情報が数十年前から有り、現在も
消えることがない。

○添加物を見ることができない。

○添加物質について知る機会が少ない（情報が提供されていない）

○一つの商品に、これほど多くの添加物が必要なのか。
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ハム製品の表示ラベル
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■ソルビン酸→保存料 細菌やカビを防腐剤

・マウスの実験で、腎臓、肝臓、精巣が小さくなった。

■亜硝酸Nａ→ 発色剤（きれいな色を保つ）

・ ハム、ベーコン、ウインナーソーセージなど

・非常に毒性が強いといわれる物質。
・使わないでほしい。

○消費者は少々色が悪くても、添加物を入れない物を望むと思います。
どんな添加物が入っているか、分からないから、色の良いものを選んで
いると思います。
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■臭素酸カリウム→ 小麦粉改良剤・製造用剤
（ふんわり柔らかいパン）

・発がん性があると言われている。

・現在、表示ラベルに、臭素酸カリウムの表示はないが、使用さ
れてないのでしょうか。

・使用されてないのであれば、ふんわり柔らかパン、代替の添加
物が使用されているのでしょうか。

■赤１０２号→ 着色料

・子どもにジンマシンを起こ
すといわれているが。

・発がん性あり、北欧では使
用禁止されているようです。
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諸外国にくらべて日本は、
なぜ添加物が多いのでしょうか？

アメリカの倍以上、欧州先進国の数倍もあるそうですが、

なぜでしょうか。
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要 望

○必要 低限の添加物の使用。
（限りなくゼロに）

○分かりやすい、選択しやすい表示。

○科学的根拠のある、正しい情報を発信。
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